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自己紹介といっても

• 1992年
• 島崎研＠九州大学大型計算機センター

• 1997年
• 九州大型計算機センター助手

• 以降、組織変更
• 情報基盤センター

• 情報基盤研究開発センター

•研究分野
• 主に並列計算向けミドルウェア

• 特に通信関係



九州大学情報基盤研究開発センターの
スーパーコンピュータITO (2017～)

• 対話的な利用環境の強化
• Web予約フロントエンドサーバ

• データサイエンス分野の利用支援

• インターネットへの接続性向上
• オンプレミス＋クラウド連携
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Web予約フロントエンド
サーバ
•主に可視化用を想定した対話型環境の提供

• Webで予約
• ベアメタル or 仮想ホスト

• 利用開始・終了時刻

• プライベート IP
• ログインノード経由のアクセス
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フロントエンドサーバの
ノード固定利用サービス

•利用者の希望に応えて
サービス開始

•月単位で研究グループに
ノードを貸し出し
• グローバルIP付与したグ
ループ専用ログインノード

• 計算サーバとしても高性能
• Intel Xeon Gold 6140 x 2, 

384GB RAM, 
NVIDIA Quadro P4000
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オンプレミス＋クラウド連携

• Rescale社 ScaleXによるGUIで
ITO利用
• 認証：Google Authentication

• クラウドバースティング
• Amazon Web Service, 

Microsoft Azure

• センターとクラウドの契約は
別
• クラウド側の料金はRescale社
から利用者に請求
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KLab社濱田様の事例

•クラウドアプリケーションからのITO利用
• AWS Client導入

•今後に向けたご要望
• クラウドからオンプレミスの利便性向上

• SSH以外の認証方法、RBAC (Rule Base Access Control)

• WebAPI、Webhookによるジョブ管理

ITO AWS

ジョブ

結果計算



オンプレミス＋クラウド連携
利用シナリオ例

•クラウド上の常時稼働
ストレージ＋
オンプレミスストレージ

•クラウドバースティング

•クラウドアプリから
オンプレミスへの
バッチジョブ投入

オンプレミス クラウド

収集
公開

ジョブ

バースティングデータ

プログラム

結果

シミュレーション
結果

センサー
データ

結果

同期

同期

計算

計算



次期システムに向けて

•オンプレミス、クラウドは個別契約、支払い

•固定フロントエンドの活用
• 専用ログインホスト提供

•インタフェース整備
• AWS Client、ファイル同期、認証

•オンプレミス＋クラウド連携需要の掘り起こし

オンプレミス

クラウドA契約
契約

ユーザ C

ユーザA

連携利用

クラウドB
ユーザB

契約

連携利用

連携利用



オンプレミス＋クラウド連携
需要掘り起こし
•連携環境を試験的に
無償提供
• AWS社、Fusic社と準備中

• 九州大学情報基盤研究開
発センター共同研究制度
の活用

•コミュニティ形成
• 利用者、ベンダー各社、
計算機センター、等

•利用事例公開



もう一つの課題

•民業圧迫問題
• 税金で導入、運用している計算機センターは、
原則としてアカデミック利用

• 用途による計算機センターとパブリッククラウドの
使い分け


